
23h

〔以下の諸研究は京都大皐等皐部串畢科有濃化串敬重主任 (元兼任所見)真田戴雄教授及び同放接の

下に結棲研究所より結槙の化畢療法剤の研究に張遺された 〔第2蔀〕岩井教授の助手 中尾茂によ

って行われたものである｡〕

結 核 治療 薬 の研 究 (第 1報)

富 田 英 雄

中 尾 茂

1)･先ず表に示す棟に 4-benzol-ago-α-naphthylamin,1-benzolazo-B-naphthylamin,

Arsanils凱lre, 21aCylamino-naphthalin-(1-azo-1/)-benzo1-4Larsins註ure, 1-acy1-

oxy-naphthalin- (4-azo-1′)-benzo1-4′-arsin-S畠ure,2-acy1-oXy-naphthalin-(1-

azo-1′)-benzo1-4′-arsinsaureの各誘導体を合成した｡表中の○印は新物質である｡

2)攻に表中の各物質につ き侍所長谷川教授の許での篠塚徹氏の報告と全 く同一の方法で S.C.C.を

行ったところ､2-n-decanoyトーamino-naphthalin- (1-azo-1′)-benzo1-4I-arsinsaure,2-

n-decanoy1-oXy-naphthalin- (1-azo-1/)-benzo1-4/-arsin-saureが貴 も有効:と分った0

3)上記 2物質は京大薬理学教室の赤隆氏にお隣いして毒性を検査 して]負いた処,大 した毒性でない

との事である｡ 中

4)上記 2物質 と表中の他の 3物質及びセ-ランチンとに就 き長谷川教授の報告と全 く同一の方法で

動物実験を行った｡10週間飼育では上記 2物質はセ-ランチンより有数と分 り､2物質中では前者が後

者に秀れていた｡但 しセ-ランチンは長谷川教授串良告の量では動物が勇盛ったので､その半量を用い､た｡

それでその結果を学会に報告したいと考えておったが.昭和22年4月大阪の学会で東天岡教授 よt)結核

治療薬の教典判定に歩いて発表があったので､私達 も同教授,柳沢博士の方津になるべ く従って27週

間 140頭のモルモッ トを用いて 2-n-decanoy1-oXy-naphthalin- (1-azo-1/)-benzo1-4/-

arsins畠ureに就 き検査する事にしたO

用いた菌はフランクフル ト株 0.1mgr.であるO 薬剤は植菌後 6週 目より毎週 2回1%ナ Ttl)サム塩

溶液 0.5蝿を背部の皮下に注射 した｡

剖検所見は試験動物が対照 より長期間飼育に於ても結節少 く肝臓の肥大 も少であ り体重槍加 も大で

ある○

臓器の結核菌培養試験は人手不足の篤全許官につ き出釆なかったので肺と滑膜 とのみ行ったが,試薬

投輿群が対照 より孝芭生した集落数が少かった｡

組織学的検査は決定的には申せないが,今迄検査の済んだ範囲では組棺中の結核菌は対照例 よ.り少 く

叉弾力繊維 も対照例 より多いと思われた｡

5)以上か ら考え長期間飼育の成績は決定的に有数 とは言えないが有数の可能性があるので人事を増

して更に吟味すると同時に,短期間飼育で一番有数やあった 2-n-decanoyl-amlno-naphthalin-

(1-azo-1I)-benzo1-4J-arsins註urdの成績を長期間飼育し､ 岡 ･柳沢先生の提唱になるべ く忠

実に従って検査したいと考えている.

6)倍 Caprinsaure,Citronellsaure,Rhcdinsaure系統の化合物或いは β-naphthylamin系化合

物が有数 との報告があるし､ 1-4/-arsenobnzol-ago-β-naphthylaminがLipoidを音容解 さすと
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の報告が英国より出ているので,それ等の縮合せる以上の物質が有数であつても,あながち無理でない

と考えている8

7)黄後に2着の合成法を御紹介するoArsanilsaureを酸性でヂアゾ化し､それにβ-naphthyla-

min或は β-naphtholのアルコ-ル溶液を加え得たる沈澱を乾燥し､ Caprinsaurechloridと無水

Eenzol中で縮合させるO

表 (Oは新物質)
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､25

I)Aasanilsaureの誘落体

l･ NHI宅ヨーASO3H 2
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IV)2-Acylamino-naphthalln- (1-az0-ll)-benzo1-4L arsinsaureの誘尋体
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Y)1-acyト oxy-naphthalin- (4-ago-ll)-Benzo1-4L arsin弧lreの誘導体
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Ⅵ)2-acyト oxy-naphthalin- (1-a2;0-1′) -Benzol-47-arsinsaureの誘各体
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